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8. イエバエに対するピレトリン,ア レスリンと合成共力剤の共力効果について 武荷和雄

(大阪府立公衆相生研究所).浅田四郎 ･児玉自克 (日本柑胴株式会社研死所)38.7.16受理

ピレト.)ン,アレス.)ンに5,10倍星を混用した8粒類の合成火力剤について呪窮降下弘田法によら

比較効力実験を行なった.イエバエに対するノックダウン効果と致死効果とは平行脚係ではなく,燕

剤によっては死虫率のかなり低いものがみられた.sesoxaneはピレトリン,アレスリンいずれにも

非力効果のある最もすぐれた共力剤であった.isobomylthiocyanoacetateをピレト1)ン.アレス

(
.

ItIt.p†

.)ンに況用すると,すぐれたノックダウン効果がみ

ピレトリン,アレス.)ンが家庭m,防疫用あるいは

家市用安全殺虫剤としてひろく班用され 年々そのm

要の増加をたどっているが,これらの薬剤が入荷に対

してほとんど荷性をともなわないという他に比和のな

い特長をもっことは注目に値しよう.しかしながら,

ピレスロイドは托虫に対しすぐれた麻抑作用をもちな

がら致死の効力にとほしく,致死況庇に述しない場合

は新生する割合がかなり古古いという致命的な欠陥をも

っことはみのがせない.また一方では経折的な班用の

b_糊から,ピレスロイドに兆力剤を混用してその効果

をたかめようとするこころみはqihTuから行なわれてい

た.Eagleson6)はゴ マ油が除虫菊に対して非力作用の

あることを発見し,Halleretal.10)によりゴマ油中に

含まれる有効成分 sesaminが分離され,つづいてそ

の光学異性体である asarininが発見された.1954年

Berozap･)はゴマ油中よりsesaminの5倍の殺虫)与力

効架を布する sesamolinを分弧 梢迫を決定し,そ

の致 sesamolのacetalであるsesoxaneを地力な共

力剤として発来した.その間piperonylbutoxideを

代表とする rnethylenedioxyphenyl誠をもつ多くの

化合物が合成され,あいつぐ新共力剤発見のいとぐち

となったが,今日ひろく使用されている非力剤にはこ

の groupに屈するものが多い.一方わが国では天然

非力刑の発見にも意がそそがれ sesamin.asarinin

と同一兆本冊格を有し,かつ異性体の関係にあるエゴ

ノール,ヒノキニンについて,ビレスロイドに対しす

ぐれた火力作用のあることを発見した松原の一連の研

死が江目される17-:I).共力剤のピレスロイドにおける

生物.試験については内外ともに数多くの研究業続がみ

られる.わが国でも松駅 17~:6),長沢28),小林15),宿

井31),安打 さの,柑 1)らによって検討されている.筆者

らがここに印(!iする円容は,これら謂先準によってし

とめられた.

るされた結果とはホTI的には界なるものではないが.

一巡の比較宍的よりえられたrf料をもとにして2,3の

.知見を考烈し,今綾の研兜進展-の-Pf料にtlもしたい.

この研死を行なうにあたり,試料を粒眺された関係

各社に対しあつく1･3礼を巾しあげる.

実験材料および実験方法

突放に供した灘剤は郡1衣に示した8抑現の合成Jt･
力剤と,チオシアン系化合物である isobornylthio･

cyanoacetate(純岐91.1%)である.いずれもtechnical

gradeのものを用いた(piperonylbutoxide98.8%.

safroxane93,形,sulfoxide89,%,MGK-26498,Oof.

synepirin50098%).ピレトリンは大日木除虫菊株式

会社製造による pyrethrinI10.17%,pyrethrinII

9.99%,totalpyrethrins20.16% を含むエキスで,

アレスリンは住友化学工業株式会社製造による純度

90.3%のものである.ピレトリン,アレス.)ンは白焼

油 (bp.165-2300)に桁解し,0.05,% を合有する石

油液とした.共力剤はそれぞれ51だ･,10倍iJTtを加え,

0.25%,0.5% とした.

宍験に用いた イエバエ MIESCadomcsLicauicina

Macq.は絹槻系と称するもので,1959fT:前部大学化学

研死所より分与していただき,以後当研兜範において

幼dll抑ま小11ふすまと仏粉の氾合培兆(2'.1)で.成

虫糊は2,00'砂机水とミルクをあたえて累代飼育したも

のの子孫である.また実験のさいは,羽化後㌻5日の

2%砂糖水だけをあたえて飼育した個体群を供試した.

実験の装置は,長沢27)が Campbellのturntable法

を改変して考案した噴霧降下装置を用いた.高さ43.5

cm,外径22cmのガラスシリンダ-の上端をゴムパッ

キングをはさんだ円幻でおさえ,下方には高さと外径

が20cmのガラスポット円に嘩雄あわせて14匹内外の
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Table1. Structuralformulaofvarioussynergistsused.

CHrCH2-CH3 CH31 1

･‥一二一■…二 ~::'∴ ●ここ‥::二∴ ‥‥一二 二ニ ー｡ こ>~㌔/
Piperonylbutoxide

COOC3HT

･…二三二 三二二‥‥~

〝-propylisome

HICく:=∈)蕊 - H2･C H :,卿 6
Sesoxane

㌔// ＼/
Safroxane

HこCく:二∈)-cH-CCHH:S-C8H17

1
nO●

●Sulfoxide

CC13-CHCl-CH2-0-CH2
-CHCLICCl3

S-421

イエバエを放つ.シ1)ンダーとポットの間の池へい用

のすべt)板には鉄板を桃川した.PZt寂のさい,ピレト

I)ンとそのlt:･))剤舶用紋については 0.2mlを, アレ

スリンとその兆力剤出川紋については 0.3mlを小試

験号判ことり,これをガラス製のアトマイザーに抜著さ

せて庄JJ20lb./in2で3秒間唄詔する.大きな拐滴を

沈Ltせしめた10秒後にすべり板をひらいて薬紋をポッ

ト内に降下させた.イエバエが非紋の被毒!3により麻推

し.解脱にノックダウンする個体数を分の対数伯にし

て0･.1のZL'u胴をもって記録した･実験は250の恒温宝

でおこなった.PIl渓露出時間10分経過後,麻搾状態に

あるイエバエをとりだして腰高シャーレにうつしいれ

2,00'砂抑水をあたえて25oのtri温のもとに24時間伴つ

たのちの死亡数を祝賀(した.

実 験 結 果

ピレトリン,アレスリン及びそのjl:･力剤のイエバエ

に対する時間致落下仰転虫敷革を求めた.このさい,

洞炎紋の噴誘量によってイエバエのノックダウン速度

がかなり只なることが観察されたので,各共力剤の共

力効果の比校を容易ならしめるために,ピレトリンと

アレス.)ンの薬丑をかえて,ほぼひとしい時間でノッ

クダウン効果がえられるように調整した.すなわち,

ピレトリン0.2mi のPLi霧塁とアレスリン0.3mlの唄

誠TiLtとでほぼひとしいノックダウン効果と致死効界と
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がえられている.

時間一皮応率曲線の計辞は,グラフの仏紬にJl!jTL'Uの

対数をとり,プロビットにおきかえた7',&下仰転山左か音;

をたて紬にとってプロットし,それらの山を弧足する

予僻回付厄線をもとめたのが節1図および邦2LtAであ

る.このようにして図上解析から中央致落下仰位相/'J

(KT-50)を求め,Y=5+b(Ⅹ一元)より予鵬回相方郎

式が計許された(bは回柿直線の勾礼 文はKT-EOの

対数).火映で求められた KT-EOの数値からノック

ダウン効果を比校するために,対ピレスロイドとの比

KT50Pyrethroid/(KTBOpyrethroid+synergist)か

ら相対有効fRを求めた,これらを一括してまとめたの

が邦2袈(ピレトリン)および第3表(アレスリン)で

ある.

各共力剤のピレトリン,アレスリンにおけるノック

ダウン効上村ま,ピレト.)ン,アレスt)ン_qi剤のばあい

にくらべていずれも促進する椀向があらわれている.

ピレトリンにおいては10倍量を混用した sesoxaneの

効果が辰も大きく,ついでsynepirin500,sulfoxide,

p.buto,とつづ くが,safroxane,S-421の効火は小さ

く,両者とも5倍塁混用ではほとんど効米がない.一

万アレスリンにおいては,S-421のノックダウン効果

が最もすぐれ,ついでsesoxane,sulfoxide,p.buto.,

synepirin500となるが,その他の共力剤では効力の

ひらきは小さい.
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Tabl占2. Summaryofdataofexperimentsrontherelationbetweentimeandpercent
knockdownoftheadultsofthecommonhouseflyfor0.05% pyrethrinskerosenesolution
andthatforpyrethrinsplusfive,andtentimes･ofamountsofseveral Symergists.

Toxicant(%)
Numberof
individuals

Numberof
replicates

Provisionalregression

PyrethrinsO.05 147 -′11

Piperony10.25 70 5
butoxide O.5 65 5 r

〟-Propy1 0.25 67 5
isome O.5 65 5

sesoXane 8:255 65 562 5

safroXane8:255 109 8109 . 8

MGK-264 00..…5 68 566 5

Synepirin O.25 70 5
500 -0.5 69 5

sulfoXide 3:喜5 65 562 5

S-421 3:喜5 82 6_79 6

0.25 67 5

ⅠBTA 号:3 69 568 5

MedianKnock･
downtime

(KT-50)(min.)

Relative
effectiveness

Y-5+5.61(Ⅹ-0.571) 3.72 1.00

Y-5+5.83(Ⅹ-0.555) 3.59 1.04
Y-5+7.69(Ⅹ-0.495) 3.13 1.19

Y-5+5.00(Ⅹ-0.500) 3.16. 1.18 ■
Y-5+4.76(Ⅹ-0.530) 3.39 1.10

Y-5+6.00(Ⅹ-0.505) 3.20 1.16

Y-5+4.88(Ⅹ-0.590) 3.89 ..0.96
Y-5十5.31(Ⅹ-0.515) 3,27 1.14

Y-5+5.26(Ⅹ-0.530) 3.39 :1.10
Y-5+5.10(Ⅹ-0.505) 3.20 1.16

Y-5+6.49(Ⅹ-0.511) 3.24 1.15
Y-5+5.95(Ⅹ-0.480) 3.02 1.23

Y-5+6.38(X-0.571) 3.72 1.00
Y-5+6.38(X-0.470) 2.95 1.26

Y-5+4.63(Ⅹ-0.580) 3.80 0.98
Y-5+4.81(X-0.530) 3.39 1.10

Y-5+4.42(Ⅹ-0.553) 3.57 1.04
Y-5+4.53(Ⅹ-0.525) 3.35 1.ll
Y-5+4.16(X-0.391) 2.46 1.51
Y-5+4.33(Ⅹ-0.400) 2.51 1.48

Table3. Summaryofdataofexperimentsontherelationbetweentimeandpercent
knockdownoftheadultsofthecommonhouseflyfor0.05% al1ethrinkerosenesolution
andthatforallethrinplusfive,andtentimesofamountsofseveralsynergists.

Toxicant(%)
Numberof
individuals
Numberof

replicates
Provisionalregression

FilneregressionI(:id_oi5;.nn,%OieCn7',Ieff!cetliavt!vneess
AllethrinO.05 200 15 Y-5+5.00(Ⅹ-0.560) 3.63 1.00

Piperony10.25 82 6 Y-5+7.14(X-0.476) 2.99 1.21
butoxideO.5 83 6 Y-5+5.56(X-0.490) 3.09 1.17

〟-propy10.25 81 6 Y-5+7.14(Ⅹ-0.500) 3.16 1.15
-isome O.5 ･82 6 Y-5+6.90(Ⅹ-0.496) 3.13 1.16

sesoxane 3:255 153 一 11 Y-5+6.45(Ⅹ-0,446) 2.79 1.30154 ll Y-5+5.26(Ⅹ-0.525) 3.35 1.08

safroxanea.255 83 6 Y-5+5.15(Ⅹ-0.525) 3.35 1.0882 6 Y-5+5.88(Ⅹ-0.496) 3.13 1.16

MGK-2643:喜5 96 7 Y-5+5.48(X-0.525) 3.35 1.0896 7 Y-5+5.88(Ⅹ-0.505) 3.20 1.13

SynepirinO.25 97 7 Y-5+5.80(X-0.505) 3.20 _1.13
500 0.5 98 7 Y-5+5.00(X-0.480) 3.02 1.20

sulfoXide8:g5 70 5 Y-5+5.71.(Ⅹ-0.496) 3.13r 1.1667 5 Y-5+5.48(Ⅹ-0.470) 2.95 1.23

S-421 00..g5 152 ll Y==5十5.88(Ⅹ-0.435) .2.72 1.33154 ll Y-5+6.35(Ⅹ-0.435) 2.72. 1.33

0.25 98 7 Y==5+5.47(Ⅹ-0.425) 2.66 1.36

ⅠBTA 号:3 95 7 Y-5+4.42(Ⅹ-0.395) 2.48 . 1.46
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全般的にピレト.)ンでは,共力剤の混合率が大きく

なるとノックダウン効果も促進する傾向があらわれて

いるが,p.isomeでは逆にその効果が減退している.

この傾向はアレスリンでかなり疏著であり了 p.buto.

や sesoxaneにそれがみられるし,p.isomeや S-421

では5倍faと10倍丘の況FT]にわいてほとんどそのひら

さはあらわれない.

24時間後における死山科ま那4:淡に示したとおりで

ある.ピレト.)ン.アレス.)ンIti剤による死出言糾まき

わめて低 (I,群生率の高いことを示しているが,ここ

にえられた結果からみると,両者ともほぼひとしい死

虫率を示している.したがってこの実験では死虫率か

らみた共力剤の効力を両ピレスロイドについて比較す

ることが可雄である.ピレトリンに対して高い死虫率

を示した共力剤はp.buto.とsesoxaneで両者の効果

はほぼひとしい.sulEoxideの致死効果はピレト.)ン,

アレス.)ンいずれにも同じ程度の効果がえられた.他

の共力剤のピレトリンに対する致死効果はいずれも劣

Table4. Percentmorblityofadulthouse
fliesin24hrs.

p.ysrAt誉憲 sst IA.lie,LherHst

っている.アレスリンではp.ちuto.の致死効果は劣つ-

ているが.S-421,sesoxane,safroxaneの効果がすぐ

れており,それぞれ同程度の高い死虫率がえられてい

る.全般的に共力剤の混合率の増加にと̀もない.死虫 .

率も平行的に増大している点が,ノックダウン効果に

おける反応現象とは異なっているといえよう.

Isobomylthiocyanoacetate(以下 IBTA と略称)

は,1940年 HerculesPowderCo.ではじめて製造販

WLlされたチオシアン系殺虫剤で,α-ピネンを原料とし

てチオシアン也を反応させてつ くられる.米国では

Thaniteの名称でひろく市収されているが,最近わが

国でも市収されている低iu性の安全恐山剤である.ノ

ックダウン効果が比較的すみやかに発現される特長の

ある粥味ある殺虫剤で,著者らはこれをピレトリン又

はアレス.)ンと混用すると,すぐれた非力効果のあら

われることを見出した.節3,4図はIBTA又はピレス

ロイドとの混用によるイエバエの時間致落下仰転虫放

串の関係を示したもので,これらを要約すれば邦5衣

(IBTA単剤)および節2,3表 (IBTA+ピレスロイド)

のとおりである.･IBTAを2%含む石油紋のノックダ

ウン効果fL アレス.)ン 0.05% のそれに匹敵するも

のと考えられるが,叩剤による死虫率はピレトリンや

アレスt)ンの似合と同様に低く,酢生する糾合が打い.

ピレト.)ン,アレスー)ンにIBTAの況庇をかえて況用
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Fig.3. Therelationbetweentimeandpercent
knockdownofadultsofthecommonhousefly.
foreitherpyrethrinsorallethrinplusisobornyl
tbiocyanoacetate.
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したと.さのノックダウン効果は,てピレトリンにおける

より一もアレス リンにおいてより大きく作用し.･しかも

他のいずれの共剤よりもノックダウン効果はすぐれて

いた.混合比においては,ピレトリ'ン,アレスリンい

ずれも1:20の割合で況用した場合に最大の効果がえ

られたが,死出率 (第4表)では効力の大きかったど

一!q
Old
tz!
(,ooI)
û
topJUOuE

.2.3.4.5.6 .7.8.9I.DT.71213

Time(min.)inlog

Fig.I4. Therelationbetweentimeandpercent
knockdownofadultsofthecommonhousefly,
for0.25,0.5,I.0and2.0% isobornylthiocyano･

acetatekerosenesolution.A:0.2mlリB:0.3ml.

respectivelyinsprayedvolume.

レト.)ンにおける●sesDXane,p.buto.や,アレス.)

ンにおける sbsoxane,'･S-421,･safroxaneには及ばな

かった.

考 察

ピレスロイドにおける共力剤の意義のひとつは,ノ

ックダウン効果を促進する作用のあることだといわれ

ており,この現象は数多くの研究某紙によって確認さ

れている.ピレトリンにおける共力剤の作用機構につ

いて時確定的には解明されていない.Chamberlain-)

はピレトリンに最も効果のある解紹酵素 1ipaseの作

用が共力剤によって阻害されるためであるとの仮説を

たてた.松原は p.buto.はピレトリンの酵講的解iu

作用に対してはかなり阻召作用を示すが,アレスリン

に対してはほとんど阻a{･されないことを認め,致死効

力に対する非力俊の左をこの仮説だけでは説朋できな

いが23), ノックダウン効力に対しては p.buto.に阻

害作用のあることをみとめている24).また酒井31)は殻

虫剤とその共力剤の賦活作用について,チャバネゴキ

プ.)にlegjerk法を施用したとき,methylenedioxy･

phenyl基をもつ化合物の多くは昆虫の活動力を賦活

する作用が高いことをみとめた. また p.buto.など

のようなそれ自身の殺虫力が0%でありながら,ピレ

スロイドに添加することによって非力効果のあらわれ

る作用を賦活迎合作用 activatedjointtoxicaction

であると説明している.

ビレートリン,アレスリンにおける共力剤のノックダ

ウン効果の比較一今日実用化されている共力剤の多く

は,3,4-methylenedioxyphenyl基をもつ化合物が多

いが,その多くはアレスリンに対してはピレトリンに

対するほど独力な効果を示さないことが多くの研究者

Table5. Summaryofdataofexperimentsontherelationbetweentimeandpercent
knockdownoftheadultsofthecommonhouseflyforisobornylthiocyanoacetatekerosene
solutionsinvariousconcentrations.

Number
ofindi･
viduals

Number
ofrepli･
cates

Provisionalregression
line

Medianknock･
downtime

(KT･50)(min.)

Mortality(I
in24brs.

tYY≡喜.'2:…gExx=去.190,850)),･.u.pwpeerr

t‡==…三g:349((xX二oO.I6850553,IF.pwpeerr
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によって概要(されている(Piquett,29)Jonesetal･,13)

Gersdorrfeta1.,8･9)Faleseta1.,6)･長沢ら28),松原

2Iが).しかし同じgroupに属するsafroxaneがピレ

トリンにおけるよりもアレスリンにおいて効力がまさ

ることがfT岡ら18),Inchoetalle) によってみとめら

れていることは江Elすべきである.本文故紙卿 こよる

と,ノックJ'/ウン効米ではピレトl)ン,アレスリンの

いずれも大きいひらさはなく.101lI･Ltを氾TT]したとき

にノックダウン効只土の促進がみられる.しかし致死坤i

は明らかにアレスリンにおける方がまきり,sesoxane

やS-421と同程度の効果が期待される.safroxaneの

ピレトリンに対する共力効果は,Chpdwick3'や Sa･

wicki32)によってしるされてあるように,p.buto.に

比較してかなり劣るものと推察される.

Methylenedioxyphenyl基をもたない MGK-264,

synepirin500は,diene化合物に兜モ水マレイン暇を

Diets-Alder反応にて付加させた構造をもつ化合物で

あるが,ノックダウン効架においてsynepirin500の

万がすぐれているのは興味深い.ピレトリンにおいて

はp.ちuto.よりもノックダウン効果はすぐれていると

いえる.MGK-264は一般にピレト.)ンよりもアレス

.)ンに対しての共力効果が大きいといわれるが (Sch･

roedereta1.,83)Gersdorffeta1.,8)Inchoetal .12),

本実験結果からみれば,MGK-264はピレトリン,ア

レスリンいずれにおいてもそのノックダウン効果は同

税IiEであると考えられる.

S-421はピレトリンに対し,p.ちuto.と同等あるい

はそれ以上の非力効果を示すとAdolphil)が報zBした

が,Joneseta1.,ll)Price,30)林11㌧Inchoetal.12)は

ピレトリンに対しての共力効果は劣ることを認めてい

る.しかしアレスリンに対し銃弔な非力効果を示すこ

とは,安田35),柿 ll),Inchoetal.12)によって確認さ

れている.-P者らの成約も同様で,アレス.)ンに対し

てはノックダウン効果も致死効果もともにp.buto.よ

りもすぐれていることを碓めることができた.

供試した8つの共力剤を通じてsesoxaneはピレト

.)ンにもアレス.)ンにも共力作用をもつすぐれた恭剤

であった.これは Falesetal.7)が和LBした結果と全

く一致しており,またPrice80)はチャバネゴキプ1)お

よびワモン3'キプ.)に対して,ピレトリンとの氾用に

おいてsulEoxideと同相皮の火力効果を示したと棚じ

ている.しかしながらsesoxaneは実用的には市販に

は至っていない.したがって現在ではピレトリン,ア

レスT)ンの両方に対してすぐれた共力効果をもつ薬剤

は全くみあたらない.

火映の雛祭よりmethylenedioxyphenyl基をもち,

かつ適当な長さの川飢をもつことがピレトリンのノッ

クダウン効米や致死効果をたかめるといえる.これに

反し,アレスt)ンにおいてはL}レト])ンにわけるよう

な一定の溝辺を想起することが邦しく.今後の八･))刺

の実現を)即Sしたい ,

ノックダウン効果と致死効架とは平行凹係であるか

-ピレスロイドに兆力剤を況用したとさのノックダウ

ン効果と致死効果とが常に平行関係にあるか どうか

は,共力剤の実用的価値をしる上にきわめて爪班な班

諺;である.この関係については,供試昆虫の班別はも

ちろん,実験にもちいた装置や処理の方法によってお

のずから378なる場合もありうるだろう.松原25,26)は,

各班juJ刑をピレス'ロイドに混用した場合のアカイエ

カ幼虫に対するノックダウン効果と致死効果とは平行

関係にあることを田柄している.

節2.3:11にホした各班lt･力剤のなかには,かなりノ

ックダウン効米を促進させる作用をもちながら,節 5

I-21の死出畔と対17.(ル てみると,さわめて低い致死率し

か示さないものがみられる.たとえばピレトリンにお

けるp.isomeや synepirin500,アレスリンにおける

p.buto.,MGK-261,synepirin500がその部mにはい

る.このようにノックダウン効果のすぐれたものは必

らずLも致死i糾こおいてもすぐれているとは限らない

ことを示し,非力剤の化学川造によって両新に対する

作用機構が知なるためであろうと推定される.

IBTAにピレトリン.アレス.)ンを混用するとノッ

クダウン効果の促進がみられることは,Herculesの

technicaldata31)にもしろされてあり,この場合ピレ

トリンにおけるよりもアレスリンにおいて効力がまき

っていることは若者らの成統とおなじ結果を示してい

ち.しかし致死率においてはかなり劣り,このふたっ

の関係が平行しない.ピレスロイドのイェバエに対す

る作用機構と IBTA の作用桟構とは只なるものと考

えられるので,この場合の2位の混合による非)J効果

は,相異迎合作用 dissimilarjointtoxicactionで

あると解釈される.,

ま と め

1. ピレト.)ンおよびアレスリンに8和mの火力剤

をそれぞれ5Ilt･,10I洋iln氾用した石油紋により,PJl窟

柿下班hvlを用いてイエバエに対する効力の比較突放を

行なった.

2. 典力剤のノックダウン効矧 ま,ピレトリンにお

いてはsesoxaneが伯もすぐれ,ついでsynepirin500,

sulfoxide,p.butoxideとなるが,safroxane,S-421

の効果は劣っていた.アレスリンではS-421が最もすr
ぐれ,sesoxane,sulfoxide,p.butoxide,synepirin

500がこれについだ.

3. ピレトリンにおける共力剤の混合率は,5倍良

より10倍塁を混用した方がノックダウン効果を促進す
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る帆如 iみられたが,アレスリンでは混合比の増加に

より逆にその効果が減退したり,ほとんどひらさのあ

らわれないものがみとめられた.

4. ノックダウン効果とその致死効果とは必らずL

も平行関係ではなく,致死率でみるとピレト1)ンでは

sesoxaneとp.buto.が政も高 く,MGK-264,synepirin

500が庇も低かった. またアレス .)ンでは S-421,

sesoxane,safroxaneの致死率が高かった.

5. Isobornylthiocyanoacetateをピレトリン!

アレス.)ンと混用すると,ノックダウン効果が促進さ

れ アレスリンにおいてとくに扱著であった.これら

の混合率は,isobomylthiocyanoacetateを20倍量

混用したときに最大の効鵜がえられた.しかし致死効

果では劣っていた.
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R由umi

1. Pyrethrinsandallethrinweremixedwith

oneofeightsynergistsrespectivelyinkerosene

solutionattheratioof1:5and 1:10. The

knockdownandlethaleffectsofmixedsolutions

wereevaluatedagainstadultsofthecommon

housefly,Muscado17WSlicai)icina,withNagasawa's

settlingmistapparatus.

2. Knockdowneffectofpyrethrinsmixedwith

sesoxanewasmosteffective.Theeffectiveness

wasasfollowsindescendingorder:syneplrln

500,sulfoxideandpiperonylbutoxide.Safroxane

andS-421werelowerthanthechemicalsmentioned

above.OntheotherIland.theknockdowneffect

ofallethrinmixedwithS-421wasmosteffective.

Sesoxane.sulfoxide,p.butoxideand synepirin

500followed.

3. 1twasobservedthattheknockdowneffect

ofpyrethrinswashigherwhen 10timesof

synergistswasmixedthanthecaseof5times.

Theknockdowneffectofthosesynergistsfor

allethrin,however,was eitherdecreased or

unchangedbyincreasingthemlXlngratio.

4. Theknockdownandlethaleffectsoftl10Se
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chemicalsagainsttherhousefly seem ~tobe

independent.Judgingfrom percentmortality,
sesoxaneorp.butoxidewithpyrethrinsindicated

highesteffectandMGK-264andsynepirin500

Werelowest,whilethemoralitiesofS-421,sesoxane

orsafroxanemixedwithallethrinsolutionwere

mostexcellent.

5. TIleknockdowneffectofisot)ornylthio･

cyanoacetatewasremarkablyincreasedbymixing

witllpyrethrinsandallethrin,especiallywiththe

latter.By20timesofmixingratioofisobornyl

thiocyanoacetateforpyrethrinsorallethrin,the

highesteffectwasobtained. But,lethaleffect

wascomparativelylow.

MetabolicFateofPArathionaTLdParAoXonirLPArathlonSueCeptlb]eAndRe8i8tantLarYAe

oftheRiceStemBorer,ChiLosubL･ressatis.★ByKen'ichiKoJllT̂,TadayoshH slllZUK̂ andSetuo

KITAKATA(InstituteofAgriculturalChemicals,To且NoyakuCo.,Ltd.,Odawara.Kanagawa)

ReceivedJuly20,1963.Botyu･Kagaku,28,55.1963.

9. ParatIlion感受性および抵抗性ニカメイガ幼虫におけるparathionと paraoxonの
代謝 小tn班一 ･石塚忠克 ･北方節夫 (束並出来株式会社 凸兆研死所)38.7.20文句

1960年払 香川瓜の一部で,parathionがニカメイガ幼虫の防除に役立たなかったとい う!Jf例にそう

過したので,香川県にわいて parathionの防除効王剛こ疑念のあった地子iPの幼山と.その効火に閃皿

のなかった静岡県の幼虫をもちいて parathionに対する感受性を摘下地用班によって検たし,両者

の問には明らかに感受性に和迩のあることを知った. さらに parathionに対して感受性の拭いFr川
産幼虫は paraoxonに対しても抵抗性のあることを見出した. そこで同年秋.parathionに対して

感受性の界なる香川産と静岡産幼虫について,parathionと pLaraoxonの代謝を, ヒト血祭による

抗コ1)ンエステラーゼ法 によって定立的に比較検討した. その結果, 幼虫体内への parathionや

paraoxonの衣皮透過性には両者間に差があるとはおもわれなかった. また体内での parathionの

paraoxonへの概化活性化にも両者間に芸只は認められなかった.そして両産幼虫ともparathionお

よびparaoxonを分解肺等するが,その解itiカは静岡産幼虫より石川座のそれの方が強 く,paraoxon

は parathionより退かに分節脈Fjきれた.これらの火鹸糾取から,FfJ日産幼虫の parathionおよび

paraoxonに対する抵抗性は体内における花物の速かな脈打が一宏囚であると推察した.また両虎幼

虫におけるparathionの代謝の様相を代謝平祈指数 (Metabolicbalanceindex,MBI),すなわち

体内での徴化活性化と分解解tFr'ijの代謝のつりあいを示すひとつの招致で表わしてみた.

Themetabolicfatesofparathionandparaoxon

inparathionsusceptibleandresistantlarvaeof

thericestemborerwerestudied.Thecuticle

penetrationofparathionandparaoxon,oractiva･

tionofparathiontoparaoxoninthebodiesof

larvae,didnotdifferbetweensusceptibleand

resistantlarvae. Althoughbothparathionand

paraoxonweredetoxifiedbythelarvae,resistant

larvaedetoxifiedthemmorerapidlythansuscep･

tiblelarvae.Paraoxonwasdetoxifiedmuchmore

rapidlythanparathioninresistantlarvae.Itis

consideredthatthemoreactivedetoxicationof

paraoxonaswellasparathionwasoneofthe

majormechanismsofparathionresistanceintt一e

ricestemborerlarvae.Metabolicbalanceindex

(MBI)presentedtheaspectof~paratbionmeta一

●Studiesondetoxicationofinsecticides,PartX.

bolism inbothsusceptibleandresistantlarvae.

Inordertosolvetheproblemofinsectresist

tancetoinsecticide,itiscertainlyimportantto

clarifythemetabolicfateoftheinsecticideim

insects. Workingwithnormaland parathion

resistanthousefly,MtLSCadoJncsEica,Oppenoorth9)

demonstrated that susceptibility of flies to

parathionwasinverselyrelatedtotheabilityby

which flies detoxified theinsecticideuorits

activatedderivative,paraoxon.March8)reported

thesimilarfinding,thatamalathionresistant

strainoffliesmetabolizedmalaoxonastwiceas

fastinasusceptiblestrain. Accordingtotheir

opinions,theresistanceofthehousefly to

organophosphorusinsecticidesdoesnotrelate

primarilytochangingthesystemsconceming

55


